
 

 

 

 

 

 

つながるアオハルの充実 

 

三寒四温、気がつくと夜明けが早くなり、差し込む日差しも心なしか強くなってきたように感じる

今日この頃。春の足音は確実に近づいています。 

春が待ち遠しい、風の強い２月の火曜日。船堀駅前での Blue Sky Market で、その日の午前中の

販売が終わった３年生たちが、Blue Sky Market の実現に力を尽くしてくれた、江戸川区就労支援セ

ンターと江戸川区障害者福祉課の職員の方の前に、自分たちから並び、「こんな素敵な販売の場所を作

ってくれてありがとうございました！」と挨拶をはじめました。その後も、各々が自分なりの感謝や

充実の気持ちを伝える姿に、成長とたくましさを感じた、感動の時間でした。 

また、２月 5 日（水）と 6 日（木）に行われた、特体連バスケットボール大会では、参加したキッ

クポート部、男子と女子バスケットボール部の、はつらつとした戦いぶりと、はじける歓喜の笑顔が

見られました。 

1 点の重みや喜びがひしひしと伝わるキックポート部の選手たちの表情や、絶対に大量得点差をつ

けて勝利するという目標を達成した女子バスケットボール部のやり切った笑顔。何より接戦を勝ち上

がり、最後の最後にゴール下で身体をぶつけあってもぎ取ったボールから決勝シュートを決めて優勝

した男子バスケットボール部の優勝が決まった時の歓喜の雄たけびをあげる姿に胸が熱くなりました。 

選手一人一人の顔に、重圧から解放された安堵感、勝利を勝ち取った喜び、何よりやり切った達成

感が強く感じられました。 

まさに、「青春」の素晴らしさ。しらさぎフェスタのスローガンにある「アオハル」真っただ中の生

徒たちの清々しく気持ちの良い姿に、少しうらやましくもあり嬉しい時間を過ごしました。 

今年のたくさんの充実した取組みや笑顔の中心には 3 年生がいました。白鷺での 3 年間の中で、た

くましく成長し、後輩たちを力強く導く姿が印象的でした。 

3 月 19 日（水）の卒業式をもって、3 年生が社会に旅立ちます。卒業後も、きっと自分らしく社

会の中で輝く姿を後輩たちに見せてくれることでしょう。 

そして、1 年生、2 年生はそれぞれが次の学年に進級していきます。卒業後の目指す姿を明らかに

し、日々、目標を持ち充実した「アオハル」の時間を過ごして欲しいと心から願っています。 

 

4 月から始まる、令和 7 年度は、創立 40 周年の節目の年となります。改めて過去の足跡を振り返

りながら、変化の速い社会への対応を進めていきます。また、本来学校が大切にしてきた、生徒、保

護者と学校が、顔の見える関係での対話を重視した学校づくりを進めます。 

自分なりの目標と、ささやかな達成感を積み重ね、卒業後のくらしに 

役立つ確実な力を身につけることを目標に取組みを進めます。 

今後も、御理解・御協力のほどよろしくお願いいたします。 
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    ～ 各学年より、一年間を振り返って ～ 

 ◇３月の予定◇ 

３日（月）3 年生を送る会（6・7 時間目） １４日（金）卒業式予行 

  体重測定（2・3 年）      １９日（水）卒業式 短縮 11:30 下校 

４日（火）BS 販売                 （３年下校は１２時頃を予定） 

５日（水）入学説明会           ２５日（火）終業式 短縮 13:35 下校 

６日（木）短縮授業日 13:35 下校     ２６日（水）春季休業日始 

７日（金）体重測定（1 年）      

1 学年  

期待と不安の入学式からはや 1 年が経とうとしています。初めは「まず学校に慣れること」が目標でし

た。日々の生活で新しい友達や学校生活にも慣れ、体育祭、宿泊防災訓練など楽しみながら参加できま

した。2 学期からは、いわき方面の移動教室、しらさぎフェスタの劇発表などを通して、絆を深めること

ができました。時には、人との距離感や SNS の利用方法など上手くいかないと感じることもありました

が、毎日の新たな経験が、各々の成長に結び付いた充実した 1 年間でした。2 年生からは本格的に実習

も始まります。焦らず急がず、１つ１つクリアしていきましょう。保護者の皆様には、お忙しい中、様々

な学校行事の際、学校へ足を運んでいただき、御協力ありがとうございました。 

 

2 学年  

今年度は体育祭や修学旅行、しらさぎフェスタなどの行事を中心に、仲間と話し合い、協力して行動す

る機会が多い年でした。特に神戸・大阪修学旅行は、1 学期のうちから役割分担し準備を進めました。人

間関係やコミュニケーションの取り方などで悩んでいる姿も見られました。しかしそのような経験は、

今後の就労や社会参加に向け、意味のあるものになったと思います。学年集団としての一体感も高まっ

たように感じます。これまでの経験や基本的生活習慣の積み重ねは、生徒達の自信となり力になってく

れるはずです。来年は 3 年生、この自信と力を生かして、進路実現に向け充実した一年にしていきまし

ょう。保護者の皆様には、今年度もたくさんの御協力、御理解をいただき、ありがとうございました。 

3 学年  

３年生は今、学校生活１２年間を終え企業就労や福祉就労への旅立ちを迎えています。白鷺入学時はコ

ロナ禍のため学校活動が制限され、2 年では制限の解除を経験し、３年での現場実習を通して進路を決

めていきました。生徒や保護者の皆様の中には、入学から卒業までの変化に戸惑いや不安を感じること

もあったかもしれません。その中でも生徒一人一人は大きく成長を見せてくれました。 

特にしらフェスの舞台発表では大勢の観客の前で堂々と役目をやり切り、校外学習「ライオンキング」

では全員が静かに３時間の観劇ができ、協力性や高い集中力の表れを感じとることができました。３年

間の成長が生徒自身の自信に繋がり、新たな場での力となり歩んでくれると信じています。保護者の皆

様の本校教育活動への御理解と御協力があってこそ、生徒の成長が得られたのだと思います。本紙面を

借りて感謝申し上げます。 


